
義
堂
周
信
　
『
空
華
集
』
　
を
め
ぐ
っ
て

－
禅
林
文
学
研
究
者
の
憂
鬱
－

○

は

じ

め

に

義
堂
周
信
二
三
二
五
－
八
八
）
　
の
文
筆
活
動
の
み
な
ら
ず
、
禅
僧
の
諸

活
動
の
実
態
を
探
求
す
る
折
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
が
、
文
物
・
文

芸
作
品
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
侠
た
な
い
。
義
堂
の
場
合
、
生
前
に
残
し
た
文

物
は
多
岐
の
分
野
に
及
ぶ
が
、
こ
こ
で
は
個
人
の
作
品
集
・
別
集
で
あ
る
r
空

牽
集
」
を
対
象
に
し
て
論
を
進
め
た
い
。
r
空
拳
集
」
は
、
主
と
し
て
義
堂
の

創
作
活
動
を
知
る
た
め
の
基
本
的
な
資
料
で
あ
り
、
伝
統
的
な
文
学
観
や
作
品

の
受
容
・
展
開
の
実
態
の
解
明
、
さ
ら
に
は
宗
旨
の
開
明
や
普
及
を
目
的
と
す

る
宗
教
活
動
の
反
映
の
様
相
の
解
明
の
た
め
に
も
有
益
で
あ
る
。

1
　
問
題
の
所
在

禅
僧
の
著
作
物
を
対
象
と
し
て
研
究
を
進
め
る
中
で
、
し
ば
し
ば
困
惑
す
る

問
題
が
あ
る
。
当
該
の
作
品
集
の
底
本
の
決
定
、
本
文
の
妥
当
性
の
認
定
に
関

朝

　

倉

尚

す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
空
華
集
」
の
場
合
、
「
国
書
総
目
録
」
第
二
巻
（
岩
波
書

店
・
昭
3
9
）
の
「
空
華
集
」
項
に
拠
れ
ば
、
写
本
も
登
載
さ
れ
る
が
、
主
要
な
諸

本
と
し
て
は
次
の
三
本
で
あ
る
。

1
　
五
山
版

2
　
元
禄
九
年
刊
版
本
（
略
称
「
元
禄
版
」
）

3
　
五
山
文
学
全
集
所
収
・
活
字
版
（
略
称
「
五
山
文
学
全
集
本
」
）

1
・
2
に
つ
い
て
も
、
同
時
期
の
他
の
作
品
集
の
版
本
と
比
較
す
る
時
、
か

な
り
広
範
に
流
布
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
が
、
今
日
、
r
空
軍
集
」
　
の
底
本

と
し
て
一
般
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
3
で
あ
る
。

3
は
、
「
五
山
文
学
全
集
」
第
二
輯
（
巻
）
に
収
め
ら
れ
る
、
上
村
観
光
縮
「
空

華
集
】
二
十
巻
で
あ
る
。
こ
の
五
山
文
学
全
集
本
r
空
華
集
」
は
、
以
下
の
ご

と
く
、
こ
れ
ま
で
に
三
た
び
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

イ
　
明
治
3
9
年
1
月
　
裳
華
房
（
東
京
）
・
六
條
活
版
製
造
所
出
版
部
（
京
都
）

ロ
　
昭
和
1
1
年
4
月
1
5
日
（
覆
刻
）
　
帝
国
教
育
会
出
版
部

1T・



ハ
　
昭
和
4
8
年
2
月
1
5
日
（
複
刻
）
　
思
文
閣
出
版

平
成
4
年
1
1
月
1
5
日
（
再
版
）

五
山
文
学
全
集
本
は
、
異
同
の
二
の
注
記
を
欠
く
た
め
に
そ
の
実
態
は
杏

と
し
て
不
明
で
あ
る
が
、
五
山
版
と
元
禄
版
と
を
対
照
し
て
校
訂
を
加
え
た
と

さ
れ
る
上
村
氏
の
言
（
聖
の
ま
ま
に
、
読
解
の
た
め
の
底
本
と
し
て
用
い
ら

れ
て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。
義
堂
の
文
学
活
動
の
大
略
を
知
る
上
で
は
何
ほ

ど
の
障
害
も
無
い
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、
さ
ら
に
は
唯
一
の
活
字
化
さ
れ
た
本

文
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
五
山
版
、
元
禄
版
と
の
本
格
的
な
対
照
を
欠
い

た
ま
ま
、
さ
ほ
ど
の
不
審
や
不
安
を
感
ず
る
こ
と
も
な
く
過
ご
し
て
き
た
。
が
、

禅
林
の
文
学
の
研
究
が
し
だ
い
に
深
化
、
普
及
し
て
、
絶
海
中
津
（
一
三
三
六

－
二
四
〇
五
）
と
と
も
に
「
五
山
文
学
の
双
璧
」
と
し
て
の
高
い
声
音
の
実
質

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
国
文
学
・
和
文
学
に
お
い
て
定
着
し
て

い
る
科
学
・
実
証
を
重
視
し
た
本
文
校
訂
・
作
品
処
理
が
急
速
に
要
請
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

五
山
文
学
全
集
本
の
編
集
の
不
備
の
一
つ
を
「
書
誌
学
上
及
び
校
勘
技
術
上

の
虞
理
の
不
完
全
」
に
あ
る
と
し
て
、
そ
の
代
表
例
に
r
空
華
集
」
を
取
り
上

げ
て
い
る
の
は
、
前
掲
ハ
の
複
刻
版
「
五
山
文
学
全
集
」
別
巻
に
所
収
の
玉
村

竹
二
「
上
村
観
光
居
士
の
五
山
文
学
研
究
史
上
の
地
位
及
び
そ
の
略
歴
」
に
お

い
て
で
あ
る
。
玉
村
氏
は
、
上
村
氏
の
諸
業
績
を
掲
げ
た
上
で
の
指
摘
で
あ

り
、
さ
ら
に
明
治
末
薫
か
ら
大
正
前
半
の
未
発
達
の
学
術
分
野
・
学
界
の
現
状

で
は
、
底
本
と
校
訂
本
と
の
概
念
の
区
別
も
成
立
し
て
お
ら
ず
、
上
村
氏
・
五

山
文
学
全
集
の
み
が
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
も
弁
護
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
「
空
華
集
」
に
つ
い
て
は
、
五
山
文
学
全
集
本
で
は
、

殆
ど
元
結
版
に
の
み
よ
っ
て
居
り
、
果
し
て
五
山
版
と
の
封
校
が
行
は
れ

た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
解
題
に
五
山
版
と
封
照
し
た
と
あ
る
の
は
、

「
空
拳
集
」
に
も
五
山
版
が
あ
る
こ
と
を
注
意
喚
起
を
し
て
ゐ
る
だ
け
の

や
う
に
見
え
る
の
は
追
憶
で
あ
る
。

と
さ
れ
る
。
玉
村
氏
が
提
示
さ
れ
る
あ
る
べ
き
校
訂
と
し
て
は
、
右
の
引
用
の

直
前
に
記
さ
れ
る
、

し
か
し
現
在
の
撃
術
的
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
古
い
本
、
即
ち
所
謂
應
永
の

五
山
版
を
底
本
と
し
、
元
緑
板
で
校
訂
を
し
、
元
緑
板
の
方
が
内
容
が
多

い
か
ら
、
五
山
版
に
な
い
部
分
の
み
を
拾
迫
と
し
て
、
そ
の
後
に
抄
録
し

て
加
へ
て
お
く
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
が
、
（
下
略
）

で
あ
る
。
玉
村
氏
の
所
説
は
至
極
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
山
文
学
全
集
本
「
空
華
集
」
は
、
上
村
氏
の
偏
し
た
校
訂
本
で
あ
る
が
、

対
照
本
で
あ
る
五
山
版
と
元
禄
版
と
の
異
同
の
詳
細
が
注
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
態
が
不
分
明
で
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
当
時
の
校
勘
の
態
度
か
ら
類
推
し

て
、
五
山
版
と
の
無
対
校
の
み
な
ら
ず
、
上
村
氏
の
独
自
の
判
断
に
よ
る
変
更

が
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
五
山

文
学
全
集
本
が
こ
れ
ま
で
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
多
大
で
あ
り
、
現
代
の
読

者
、
研
究
者
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
に
簡
便
に
入
手
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
他
に
見

当
た
ら
な
い
。
つ
い
て
は
、
学
術
的
な
常
識
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
、
五
山
版



を
底
本
と
す
る
新
た
な
テ
キ
ス
ト
が
出
現
す
る
ま
で
の
間
、
五
山
文
学
全
集
本

を
利
用
す
る
こ
と
が
適
当
、
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
速
や
か
に
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
上
村
氏
の
校
訂
の
態
度
、
具
体
的
に
は
五
山
文
学
全
集
本
と
五

山
版
二
九
禄
版
の
両
本
と
の
関
わ
り
を
明
確
に
し
た
上
で
、
も
し
も
不
備
な
点

が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
指
摘
、
修
整
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
肝
心

要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
五
山
文
学
全
集
本
と
五
山
版
・
元
禄
版
と
の
校
訂
を
一
挙
に
遂
行

す
る
こ
と
は
至
難
の
技
で
あ
る
。
後
述
の
ご
と
く
、
五
山
版
と
元
禄
版
と
で

は
、
そ
の
編
纂
の
方
針
が
異
な
り
、
作
品
集
の
構
成
が
一
変
し
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
五
山
版
と
元
禄
版
と
の
比
較
を
主
体
と
し
て
、
両

版
の
異
同
、
相
違
を
明
ら
め
る
こ
と
と
す
る
。
検
討
の
途
次
に
お
い
て
、
玉
村

氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
五
山
文
学
全
集
本
が
元
禄
版
の
み
を
底
本
に
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
れ
ば
、
両
版
の
比
較
の
結
果
を
そ
の
ま
ま
五

山
版
と
五
山
文
学
全
集
本
の
異
同
、
相
違
と
し
て
理
解
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

2
　
五
山
版
・
元
禄
版
の
成
立

五
山
文
学
全
集
本
r
空
軍
集
」
の
編
集
方
針
に
関
し
て
、
集
の
編
者
・
上
村

観
光
は
そ
の
「
解
題
」
の
冒
頭
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
通
行

の
字
体
に
改
め
て
紹
介
す
る
と
、

空
華
集
は
南
禅
寺
慈
氏
院
の
第
一
世
義
堂
禅
師
の
遺
稿
な
り
。
こ
の
集
。

応
永
の
頃
始
め
て
開
板
せ
ら
れ
た
る
も
。
そ
の
巻
侠
〔
映
）
を
定
め
ず
。

分
類
も
亦
全
か
ら
ず
。
降
っ
て
元
録
〔
禄
〕
九
年
師
点
な
る
人
。
旧
本
並

に
写
本
等
を
以
っ
て
欠
落
を
補
ひ
。
誤
謬
を
正
し
。
一
本
廿
巻
と
な
し
て

再
板
す
。
今
裏
に
収
む
る
に
当
り
古
板
並
に
元
録
〔
禄
〕
板
の
両
啓
を
対

照
し
て
校
訂
を
加
へ
た
り
。

（
〔
　
〕
内
は
稲
者
）

で
あ
る
。
「
空
華
集
」
　
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

1
　
応
永
の
頃
始
め
て
開
板
（
五
山
版
）

2
　
元
禄
九
年
、
師
点
に
よ
る
再
板
（
元
禄
版
）

が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
五
山
版
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、
氏
は
、
そ
れ
が
応
永
の
頃
に
初
め
て
関
根

さ
れ
た
と
刊
行
年
を
推
定
し
、
次
い
で
巻
幌
の
不
定
、
分
類
の
不
全
を
不
備
な

点
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
五
山
版
r
空
華
集
」
に
は
刊
記
を
欠
い
て
い
る
。
が
、

義
堂
周
信
の
示
寂
の
年
は
素
慶
二
年
二
三
八
八
）
　
で
あ
り
、
収
集
さ
れ
て
い

る
作
品
内
容
よ
り
示
寂
後
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

応
永
年
間
（
二
二
九
四
－
一
四
二
八
）
　
の
刊
行
と
す
る
氏
の
判
断
は
概
ね
妥
当

で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
川
瀬
一
馬
「
五
山
版
の
研
究
二
日
本
古
書
籍
商

協
会
発
行
、
昭
・
l
些
上
巻
・
解
説
篇
「
3
5
空
拳
集
（
空
華
文
集
・
空
華
外
集
）
」

に
お
い
て
「
南
北
朝
刊
」
と
さ
れ
る
の
は
、
元
中
九
年
（
一
三
九
二
）
十
月
の

後
亀
山
天
皇
の
京
都
還
帰
ま
で
を
南
北
朝
時
代
と
す
る
説
に
従
え
ば
、
義
堂
生

前
の
刊
行
の
可
能
性
を
留
保
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
筆
者
は

上
村
氏
の
推
定
を
補
強
す
る
内
部
徴
証
と
し
て
、
五
山
版
・
空
拳
文
集
・
説
の

部
の
冒
頭
に
「
門
人
　
梵
意
　
等
編
」
と
特
記
す
る
点
に
留
意
し
た
い
。
梵



意
、
道
号
は
相
堂
、
義
堂
の
法
嗣
で
あ
る
。
柏
堂
梵
意
は
、
相
模
国
の
人
で
、

関
東
下
向
時
代
の
義
堂
に
随
侍
し
、
義
堂
の
上
京
後
は
鎌
倉
に
在
っ
て
京
都
と

の
問
の
連
絡
役
を
果
た
し
た
模
様
で
あ
る
。
が
、
柏
堂
が
義
堂
に
親
侍
し
て
い

か
に
信
任
を
得
て
い
た
か
を
如
実
に
示
す
の
は
、
そ
の
臨
終
に
際
し
て
の
「
空

車
日
用
工
夫
略
集
」
の
諸
記
事
で
あ
る
。
衣
鉢
侍
者
と
し
て
身
辺
の
世
話
に
力

を
尽
く
し
、
ま
た
義
堂
の
命
を
忠
実
に
実
行
し
て
い
る
。
義
堂
の
最
晩
年
に
随

侍
し
、
そ
の
臨
終
を
看
取
り
、
直
接
に
遺
言
・
遺
命
を
受
け
て
、
こ
れ
を
実
行

に
移
し
得
た
の
は
柏
堂
を
措
い
て
他
に
は
い
な
い
。
義
堂
が
生
前
に
蔵
し
た
所

持
品
、
特
に
手
許
に
留
め
置
い
た
書
蹟
や
作
品
類
を
知
悉
し
、
そ
の
管
理
を
依

頼
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
五
山
版
r
空
華
集
j
の
編
纂
・
刊
行
に
相
生

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
柏
堂
の
示
寂
は
永
享

六
年
（
一
四
三
四
）
、
時
に
七
八
歳
で
あ
っ
た
（
玉
村
竹
二
r
五
山
禅
僧
伝
記

集
成
」
柏
堂
梵
意
項
参
照
）
。
こ
の
点
か
ら
も
、
「
応
永
の
頃
」
と
さ
れ
る
推
定

は
誤
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

不
備
な
点
と
し
て
指
摘
し
た
、
巻
欧
の
不
定
と
分
類
の
不
全
に
つ
い
て
は
、

元
禄
版
に
付
さ
れ
る
師
点
「
先
刻
空
華
外
集
」
文
に
お
い
て
、
す
で
に

’

　

　

ツ

ノ

’

　

　

　

　

ハ

　

ス

否
本
不
レ
定
二
巻
秩
∴
分
レ
類
之
中
亦
或
混
雑
、

と
す
る
。
上
村
氏
は
、
師
点
の
掲
げ
る
と
こ
ろ
を
参
照
・
引
用
し
た
か
の
ご
と

く
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
五
山
版
の
不
備
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
訳
で

あ
る
が
、
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
い
さ
さ
か
判
然
と
し
な
い
。
「
不

定
巻
秩
」
に
お
け
る
巻
峡
は
、
巻
物
と
綴
本
、
転
じ
て
書
籍
の
意
に
用
い
る

が
、
他
に
巻
数
の
意
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
旧
本
・
五
山
版
で
は
、
現
状
で

は
外
集
四
冊
、
文
集
四
冊
の
八
冊
本
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
が
、
別
掲
の
ご
と

く
冊
の
内
容
が
、
文
集
・
序
の
部
の
二
冊
を
除
き
、
一
定
で
な
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
各
冊
は
ジ
ャ
ン
ル
や
詩
型
の
別
に
よ
っ
て
類
別
さ
れ
た
「
部
」
　
（
以
後
、

「
部
類
」
と
も
呼
称
）
よ
り
構
成
さ
れ
る
が
、
各
部
類
の
作
品
量
が
一
様
で
は

な
く
、
多
少
の
差
が
極
端
で
あ
る
こ
と
に
原
因
し
よ
う
。
各
部
類
内
の
作
品
数

と
配
列
は
五
山
版
の
諸
本
問
で
大
略
一
致
し
て
い
る
が
、
冊
と
し
て
構
成
す
る

に
際
し
て
の
各
部
煩
単
位
の
配
置
順
は
、
文
集
の
二
冊
を
除
い
て
一
様
で
は
な

い
。
作
品
量
の
多
い
部
類
で
は
二
分
冊
と
さ
れ
る
が
、
分
冊
に
当
た
っ
て
の
刻

工
の
特
別
の
配
慮
は
見
当
た
ら
ず
、
分
冊
者
が
自
ら
の
判
断
で
過
当
と
認
め
た

箇
所
で
二
分
し
て
い
る
（
例
外
の
「
序
」
部
の
二
冊
は
、
各
冊
の
版
心
に
「
こ

以
下
の
丁
附
け
を
施
す
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
師
点
が
掲
げ
る
巻
株

の
不
定
と
は
、
部
類
単
位
の
配
置
順
の
不
定
を
指
し
て
い
る
と
も
、
あ
る
い
は

部
類
の
慈
恵
的
配
置
に
よ
っ
て
数
種
類
の
冊
数
の
異
な
っ
た
諸
本
が
成
立
し
て

い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
可
能
性
の
指
摘
に
止
ま
る
。
次
い
で
、
「
分
類
」
に
つ
い
て
は
、
師
点

が
「
混
雑
す
」
と
し
た
の
に
対
し
、
上
村
氏
は
「
全
か
ら
ず
」
と
す
る
。
両
者

の
真
意
は
奈
辺
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
類
を
分
つ
」
「
分
類
」
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
「
部
」
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
こ
の
分
類
＝
郡

立
て
に
お
い
て
、
師
点
は
「
混
雑
す
」
と
評
し
、
上
村
氏
は
「
全
か
ら
ず
」
と

評
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
五
山
版
の
編
者
の
「
部
」



の
作
品
内
容
と
師
点
の
考
え
る
「
部
」
の
作
品
内
容
と
の
間
に
、
微
妙
な
相
違

点
が
存
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
両
版
を
比
較
す
る

と
、
元
禄
版
で
は
、
所
収
作
品
は
少
な
い
が
、
「
楚
辞
」
「
五
言
排
律
」
「
七
言

排
律
」
等
の
新
た
に
立
て
ら
れ
た
「
部
」
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
「
部
」
　
の
名

称
は
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
構
成
す
る
作
品
の
内
容
や
数
量
が
異
な
る
例

も
存
す
る
。
微
妙
な
差
異
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
題
扶
」
「
序
」
「
雑
著
」

の
部
に
お
い
て
は
そ
の
差
は
顕
著
で
あ
る
。
師
点
の
場
合
、
直
接
に
作
品
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
五
山
版
の
「
部
」
　
の
状
況
を
「
混
雑
」
と
観
じ
、
自
ら

の
見
識
・
方
針
に
よ
っ
て
整
理
・
調
整
し
て
い
る
。
上
村
氏
は
、
両
版
を
お
お

ま
か
に
比
較
し
て
、
元
禄
版
に
お
け
る
調
整
を
可
＝
完
全
と
し
た
結
果
、
五
山

版
を
「
不
全
」
と
見
倣
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
初
板
」
　
の
五
山
版
に
対
す
る
「
再
板
」
　
の
元
禄
版
の
特
徴
と
し
て
、
上
村

氏
は
欠
落
の
補
充
、
誤
謬
の
訂
正
、
二
十
巻
本
の
構
成
を
掲
げ
て
い
る
。
が
、

こ
の
叙
述
も
、
前
掲
の
師
点
の
叙
文
の
引
用
の
直
後
に
、
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余
近
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二
友
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及
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迷
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落
∴
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メ

ナ

ス

正
二
讃
謬
一
、
産
成
二
二
十
巻
一
、

と
あ
る
の
を
参
照
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
友
人
と
相
談
し
て
、
教
本
を
対

照
す
る
。
師
点
の
言
の
ま
ま
を
信
ず
れ
ば
、
元
禄
版
は
友
人
と
の
協
議
・
合
議

に
よ
っ
て
成
っ
た
本
で
あ
る
。
合
議
の
対
象
に
な
っ
た
「
此
」
に
つ
い
て
は
、

単
に
「
空
華
集
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、
直
前
に
掲
げ
ら
れ
る
不
備
な
諸
点
を

指
す
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
巻
帳
の
不
定
、
分
類
の
混
雑
を

訂
す
こ
と
を
念
頭
に
し
て
読
解
が
進
め
ら
れ
、
最
終
的
に
二
十
巻
本
と
し
て
構

成
さ
れ
る
。
元
禄
版
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
返
点
と
送
仮
名
が
施
さ

れ
て
い
る
点
が
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
や
は
り
輪
読
形
式
・
合
議
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
客
観
性
が
留
保
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
作
業
を
通
じ
て
作
品
の
欠
落
、
字
句

の
鶉
謬
（
詔
は
、
誤
り
の
意
）
　
が
訂
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
元
禄
版
の
出
現

に
よ
り
、
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
五
山
版
の
み
に
拠
る
場
合
と
比
較
し

て
、
内
容
の
理
解
は
格
段
に
進
歩
・
探
化
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
五
山
文
学

全
集
」
に
収
録
す
る
に
あ
た
り
、
五
山
版
を
底
本
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
村
氏
が
あ
え
て
元
禄
版
を
主
た
る
　
（
全
面
的
に
）
底

本
と
し
た
理
由
は
、
こ
の
一
事
に
尽
き
る
と
考
え
る
。

元
禄
版
は
厳
密
に
言
え
ば
、
師
点
と
そ
の
友
人
と
の
合
議
に
よ
っ
て
成
立
し

た
が
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
序
文
を
製
し
た
師
点
一
人
が
編
者
に
遇
さ
れ

て
い
る
　
（
た
だ
し
本
稿
で
も
、
「
師
点
と
そ
の
友
人
」
と
は
せ
ず
、
単
に
「
師

点
」
　
の
編
纂
と
し
て
表
記
す
る
）
。
師
点
の
伝
記
は
そ
れ
ほ
ど
定
か
で
は
な
い
。

上
記
の
序
文
で
は
、
末
尾
に
方
印
「
師
鮎
」
　
（
陰
刻
）
　
の
下
に
、
方
印
「
即
川
」

（
陽
刻
）
を
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
元
禄
版
の
編
者
を
「
即
川
師
点
」

と
解
説
す
ち
書
も
あ
る
が
　
（
大
修
館
書
店
r
禅
学
大
辞
典
」
　
の
「
空
華
集
」

項
）
、
印
刻
の
位
置
か
ら
し
て
「
即
川
」
を
道
号
と
解
す
る
の
は
不
適
当
で
あ

ろ
う
。
現
状
で
は
、
卍
元
師
璧
（
一
六
二
六
－
一
七
一
〇
）
　
の
法
嗣
で
あ
る

「
象
先
師
点
」
を
指
す
と
す
る
説
に
従
う
（
玉
村
竹
二
　
「
五
山
詩
僧
」
へ
「
日
本

の
禅
語
録
」
八
。
講
談
社
・
昭
5
3
）
ほ
か
）
。
前
掲
r
禅
学
大
辞
典
」
付
録
・



禅
宗
法
系
譜
で
は
、
初
版
（
昭
翌
に
は
登
載
を
欠
く
が
、
新
版
（
昭
6
0
）
で

は
⑬
景
川
宗
隆
下
に
系
け
ら
れ
、

－
－
1
－
－
黙
水
竜
器

」
卍
元
師
蟹
　
俊
明
師
川

大
空
祖
釆
　
象
先
師
点

と
あ
る
。
編
者
と
し
て
は
、
俊
明
・
象
先
は
い
ず
れ
も
卍
元
の
法
嗣
の
つ
も
り

で
あ
ろ
う
。
卍
元
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
　
に
「
延
宝
伝
灯
録
」
、
さ
ら
に
、

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
　
に
大
著
r
本
朝
高
僧
伝
」
　
（
七
五
巻
。
総
計
、
一

六
六
二
名
の
伝
記
）
を
編
集
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
師
の
事
業
に
触
発
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
、
象
先
が
元
禄
版
の
編
集
を
終
え
て
序
文
を
製
す
る
の
は

「
元
禄
八
年
乙
亥
冬
日
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
間
版
は
翌
元
禄
九
年
（
一
六

九
六
）
　
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

上
村
氏
は
実
用
性
を
最
優
先
さ
せ
た
結
果
、
元
禄
版
を
底
本
に
し
た
か
っ
た

も
の
と
想
像
す
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
識
見
で
あ
り
、
そ
の
判
断
は
適
切
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
が
、
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
徹
底
を
欠
い
た
点
で
あ
る
。
若
干
の

調
整
や
補
訂
の
手
を
加
え
て
は
い
る
が
、
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
両
書
を
野
照
し
て
校
訂
を
加
へ
た
り
」
と
明
言
す
る
こ

と
で
あ
る
。
氏
の
説
明
に
従
え
ば
、
五
山
文
学
全
集
本
r
空
華
集
」
は
、
五
山
版

の
欠
落
を
補
い
、
誤
謬
を
訂
し
た
上
で
再
構
成
さ
れ
た
象
先
師
点
の
元
禄
版

と
、
さ
ら
に
重
ね
て
五
山
版
と
を
対
照
し
て
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

3
　
五
山
版
と
元
禄
版
の
相
違
点

い
ま
こ
こ
で
前
以
て
、
五
山
版
と
元
禄
版
と
の
間
で
大
き
く
異
な
る
点
を
箇

條
書
き
に
列
ね
る
。

ィ
．
不
分
巻
（
五
山
版
）
1
二
十
巻
（
元
禄
版
）

ロ
．
刊
記
の
存
在
（
元
禄
版
）
－
語
録
の
処
遇

ハ
．
叙
文
、
目
次
の
存
在
（
元
禄
版
）

こ
．
返
点
、
送
仮
名
の
存
在
（
元
禄
版
）

ホ
．
著
者
、
編
者
名
の
表
記

へ
．
他
作
者
作
品
（
混
入
）
　
の
処
遇

ト
．
作
品
の
欠
落
、
削
除
、
補
人
の
状
況

チ
．
本
文
の
異
同

イ
～
チ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
編
纂
者
の
編
纂
意
図
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て

い
る
諸
点
で
あ
る
。
本
項
で
は
、
そ
れ
ら
の
二
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。

そ
の
上
で
、
五
山
文
学
全
集
本
の
編
者
で
あ
る
上
村
氏
が
、
い
ず
れ
の
福
碁
意

図
に
拠
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

○
底
本
の
概
要

五
山
版
と
元
禄
版
の
相
違
点
を
具
体
的
に
検
証
し
、
こ
れ
を
提
示
し
て
検
討

を
加
え
る
に
際
し
て
は
、
底
本
と
し
て
用
い
る
五
山
版
と
元
禄
版
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。



五
山
版
r
空
華
集
」
の
諸
本
に
つ
い
て
、
前
掲
・
川
瀬
一
馬
r
五
山
版
の
研

究
J
上
巻
・
解
説
篇
の
「
空
華
集
（
空
華
文
集
・
空
華
外
集
）
」
項
で
は
、
完

本
四
本
と
そ
の
ほ
か
の
五
本
が
掲
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
い
ず
れ
も
完
本
で

あ
る
東
洋
文
庫
所
蔵
の
二
本
を
主
な
底
本
と
し
た
。
一
本
に
限
定
せ
ず
、
あ
え

て
二
本
を
選
ん
だ
理
由
は
、
同
一
文
庫
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る

が
、
五
山
版
が
前
述
の
ご
と
く
各
冊
不
定
の
構
成
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
見

す
る
と
異
本
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
映
ず
る
た
め
で
あ
る
。

A
東
洋
文
庫
・
岩
崎
文
庫
I
本
（
略
号
、
東
洋
I
本
）

請
求
記
号
、
二
B
b
防
。
「
岩
崎
文
庫
和
漢
書
目
録
」
の
書
名
は
「
空
拳

文
集
」
。
一
〇
冊
（
含
、
語
録
二
冊
）
。
初
印
（
但
、
一
冊
の
み
新
写
）
。

「
西
荘
文
庫
」
「
宗
佐
」
旧
蔵
印
。
見
返
し
に
「
半
隠
（
花
押
）
」
の
重
識

語
。
第
一
冊
、
縦
2
6
・
5
糎
×
横
l
。
。
・
4
糎
。
旧
装
表
紙
の
上
に
新
装
表

紙
。
新
装
表
紙
の
題
笠
「
空
拳
文
集
」
に
は
冊
順
「
甲
（
1
芙
）
」
が
朱

記
。
い
ま
、
本
稿
で
用
い
た
私
に
定
め
る
冊
順
と
新
装
、
さ
ら
に
旧
裳
の

冊
順
と
を
対
応
し
て
図
表
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
私
の
冊

順
は
、
元
禄
版
と
の
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
外
集
（
詩
）
1
文
集

1
語
録
の
順
に
定
め
た
。

第　 第　 第　 第　 第　 第　 第　 第　‾第　 第 冊
聖十　 九　 八　 七　 六　 五　 四　 三　 二

冊　 冊　 冊　 冊　 冊　 冊　 冊　 冊　 冊　 冊 整

己　 戊　 丙　 丁　 乙　 甲　 菜　 壬　 辛　 庚 野
表

葵 戊 丙　 壬　 乙　 甲　 芸 芸 己 丁 甲
表

亘摘 蓋 等 蓑 蓑 箕 箕 箕 箕

備
枯　　 0　　0　　0　　0　　 0　　0　　0　　0　　0
票 憲 学 童 序 序 七 七 七 序

0　　　　　（　　　　．（　　　　　Fこ1　　　ロ　　　　ロ
等 叢 撃 説 後 前　 八 八 絶 文

化 ． 啓 示　 蒜 蒜 空 竺 空 壷クb
考

構
成
内
容

侶 〉）笠悪霊；
窒楽　　 章※　　　　　 牽

葦　　 賢※　　　　　 型

［
注
］
　
1
　
新
・
表
＝
新
装
表
紙
、
旧
・
表
，
l
旧
装
表
紙
で
あ
る
。
「
旧
・
表
」
欄
の
　
（
　
）
内

は
訂
正
以
前
の
冊
順
記
号
を
示
し
、
［
　
】
内
は
、
現
状
は
空
白
で
あ
る
が
、
あ

る
べ
き
冊
順
記
号
で
あ
る
。

2
　
「
備
考
」
欄
の
※
印
は
、
当
該
配
置
に
疑
問
の
存
す
る
こ
と
を
示
す
。



B
　
東
洋
文
庫
・
岩
崎
文
庫
Ⅱ
本
（
略
号
、
東
洋
Ⅱ
本
）

請
求
記
号
、
二
B
b
9
。
文
庫
目
録
の
書
名
は
「
空
華
外
集
」
。
八
冊
。

や
や
後
印
。
「
日
夏
千
手
寺
」
「
守
山
蔵
書
」
「
雲
郡
文
庫
」
旧
蔵
印
。
第

一
冊
、
縦
2
5
・
7
糎
×
横
1
8
・
3
糎
。
語
録
二
冊
を
欠
く
が
、
冊
順
は
東
洋

I
本
に
倣
い
、
外
集
1
文
集
の
順
で
私
に
定
め
る
。

な
お
、
二
本
の
体
裁
に
関
し
て
は
、
右
記
よ
り
詳
細
な
紹
介
が
「
岩
崎
文
庫

貴
重
書
書
誌
解
題
I
」
　
（
東
洋
文
庫
・
平
2
）
　
の
当
該
項
に
存
す
る
。

元
禄
版
に
つ
い
て
は
、
「
国
書
総
目
録
」
第
二
巻
（
岩
波
雷
店
・
昭
3
9
）
　
の

「
空
華
集
」
項
に
拠
る
と
、
十
九
本
の
所
在
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
が
、
本
稿

で
底
本
と
し
て
用
い
る
の
は
、
次
の
二
本
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
元
禄
九
年
の
刊

記
を
有
す
る
が
、
一
本
に
は
補
刻
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

a
．
西
尾
市
立
岩
瀬
文
庫
本
（
略
号
、
岩
瀬
本
）

請
求
記
号
、
7
8
－
8
。
五
冊
（
旧
、
十
冊
）
。
二
冊
宛
を
一
冊
に
改
装
し

た
も
の
で
、
各
冊
の
題
笠
に
十
冊
本
の
奇
数
冊
の
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
判
明
（
偶
数
冊
所
収
の
部
類
名
に
つ
い
て
塁
審
に
よ
り
補
い
、

巻
数
に
つ
い
て
は
新
た
に
墨
書
し
た
小
紙
片
を
貼
付
す
る
）
。
初
版
か
。

b
．
国
立
国
会
図
書
館
本
（
略
号
、
国
会
本
）

請
求
記
号
、
1
4
3
－
4
9
。
十
冊
。
や
や
後
版
か
。

な
お
、
以
下
の
検
討
に
際
し
、
五
山
版
の
二
本
に
つ
い
て
は
各
部
頬
ご
と

に
、
元
禄
版
に
つ
い
て
は
各
巻
ご
と
に
私
に
作
品
番
号
を
施
し
た
。
作
品
の
題

辞
上
等
に
付
す
る
番
号
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
イ
）
　
不
分
巻
（
五
山
版
）
1
二
十
巻
（
元
禄
版
）

不
分
巻
（
五
山
版
）
　
1
二
十
巻
（
元
禄
版
）
　
で
あ
る
こ
と
は
、
各
本
を
一
見

す
る
だ
け
で
も
明
白
と
な
る
が
、
少
し
く
そ
の
内
実
に
つ
い
て
触
れ
る
。
た
だ

し
、
紙
数
の
関
係
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
類
や
巻
を
構
成
す
る
作
品
（
数
量
・
配

列
）
　
の
対
照
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

五
山
版
に
つ
い
て
は
、
編
纂
者
（
僧
）
が
い
ま
だ
に
分
明
で
な
い
　
（
一
部
に

つ
い
て
は
明
記
。
後
掲
）
。
そ
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
刊
記
を
欠
く
た
め
か
、

同
時
刊
行
の
作
品
集
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
一
般
的
に
は
、
五
山
版
で
刊
行
さ
れ
た
義
堂
の
作
品
集
は
、

空
拳
集

義
堂
和
尚
語
録

の
二
集
と
さ
れ
る
。
が
、
前
掲
・
川
瀬
一
馬
r
五
山
版
の
研
究
」
上
巻
・
解
説

編
に
お
い
て
、
「
3
5
空
華
集
（
空
華
文
集
・
空
華
外
集
）
」
と
「
2
9
義
堂
和
尚
語

録
」
と
を
立
項
し
な
が
ら
、
前
者
の
解
説
に
お
い
て
は
「
共
時
の
開
版
」
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
解
決
の
端
緒
を
内
部
徴
証
に
求
め
よ
う
と
す
る
時
、
部

類
別
の
標
題
と
し
て
の
内
題
が
、
例
え
ば
東
洋
I
本
で
示
す
と
、

空
華
外
集
　
　
七
言
絶
句

空
拳
文
集
　
　
序
　
　
　
五
重
沙
門
愕
義
堂

義
堂
和
尚
初
任
相
州
海
雲
山
善
福
寺
語
録

（
第
一
冊
・
本
文
1
丁
オ
）

（
第
五
冊
・
本
文
1
丁
オ
）

門
人
　
中
間
　
等
福

（
第
九
冊
・
本
文
1
丁
オ
）

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
五
山
版
の
霜
纂
者
は
、
ま
ず
は
義
堂
の
作
品
に
対
し
、



詩
作
を
内
容
と
す
る
「
外
集
」
、
文
を
内
容
と
す
る
「
文
集
」
、
語
録
を
内
容
と

す
る
「
語
録
」
に
三
分
し
て
分
類
、
構
成
し
よ
う
と
し
た
意
図
・
編
纂
方
針
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
い
で
、
語
録
に
お
い
て
は
少
し
く
様
相
を
異
に

す
る
が
、
詩
と
文
の
各
部
類
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
「
空
華
外

集
」
と
「
空
華
文
集
」
の
別
を
表
記
し
て
い
る
。
不
分
巻
の
集
と
は
言
い
な
が

ら
、
各
冊
が
詩
と
し
て
の
「
空
華
外
集
」
、
文
と
し
て
の
「
空
華
文
集
」
に
ま

と
め
て
構
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
外
集
と
文
集
と
が
同
時
の
刊
行
で
あ
る

こ
と
を
強
く
印
象
付
け
る
。
一
方
、
語
録
に
お
い
て
は
、
入
寺
語
録
に
つ
い
て

は
「
義
堂
和
尚
　
－
　
語
録
」
型
の
標
題
で
あ
る
が
、
法
語
や
侶
項
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
「
陸
座
」
「
道
号
」
等
と
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
直
接
記
す
の
み
で
、

「
空
華
語
録
」
を
冠
す
る
こ
と
を
し
な
い
。
こ
の
様
式
の
不
統
一
の
み
を
取
り

上
げ
て
言
え
ば
、
別
時
の
開
版
と
も
解
さ
れ
よ
う
。

「
共
時
の
開
版
」
の
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
状
況
と
し
て
は
、
外
集
・
文
集
・

語
録
の
作
品
量
（
丁
数
）
　
の
比
が
大
略
2
・
2
・
1
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
ろ
う

が
、
東
洋
I
本
が
外
集
阻
冊
・
文
集
四
冊
・
語
録
二
冊
の
十
冊
本
と
し
て
構

成
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
る
（
川
瀬
氏
前
掲
昏
参
照
）
。
さ
ら
に
、
外
集

の
一
部
（
七
言
絶
句
の
部
。
東
洋
I
本
の
第
一
冊
二
一
冊
に
相
当
）
　
の
一
冊
と

語
録
（
東
洋
I
本
の
第
九
冊
・
十
冊
に
相
当
）
の
一
冊
と
が
一
本
を
構
成
す
る

例
も
あ
る
。
内
閣
文
庫
所
蔵
の
「
空
華
外
集
」
（
「
改
訂
内
閣
文
庫
国
書
分
類
日

録
」
所
掲
書
名
。
請
求
番
号
、
特
1
2
3
－
3
。
表
紙
外
題
「
空
華
集
」
）
で
あ
る
。

同
時
に
版
行
さ
れ
た
五
山
版
よ
り
、
読
者
（
所
蔵
者
）
　
の
意
向
に
よ
り
、
七
言

絶
句
の
部
と
語
録
の
部
を
取
り
出
し
て
冊
を
構
成
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
外
集
・
内
集
の
一
部
と
語
録
の
一
部
を
取
り
合
わ
せ
た
冊
の
構
成
で

は
な
く
、
語
録
の
部
と
し
て
は
完
本
の
状
況
で
あ
る
点
に
鴇
留
意
さ
れ
る
。

筆
者
と
し
て
は
、
外
集
・
内
集
と
語
録
と
は
異
時
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
接

近
し
た
時
期
に
版
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
す
る
。
そ
し
て
、
作
品
の

性
格
か
ら
判
断
す
る
と
、
ま
ず
初
め
に
版
行
さ
れ
た
の
が
語
録
で
は
な
か
っ
た

か
と
想
像
す
る
。
外
集
と
内
集
と
は
在
俗
の
漢
詩
文
の
様
式
や
製
作
目
的
と
大

差
の
無
い
も
の
も
あ
り
、
分
量
的
に
も
語
録
を
圧
倒
し
て
い
る
。
禅
林
、
禅
僧

の
読
書
や
考
究
の
対
象
と
し
て
は
、
語
録
の
方
が
相
応
し
い
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
さ
ら
に
、
r
国
書
総
目
録
」
第
二
巻
（
岩
波
昏
店
・
昭
3
9
）
　
の
「
義
堂

和
尚
語
録
」
の
項
に
拠
っ
て
五
山
版
以
降
の
刊
行
の
状
況
を
見
る
と
、
「
空
拳

集
」
と
同
じ
く
元
禄
九
年
版
（
建
仁
寺
大
中
院
所
蔵
）
　
の
外
に
、
元
禄
八
年

版
二
早
保
十
七
年
版
・
刊
年
不
明
版
等
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
語
録
は
単
独

で
、
し
か
も
そ
れ
が
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
外
集
と
文
集
の
「
空
拳

集
」
よ
り
も
広
範
に
流
布
し
た
よ
う
で
あ
る
。
語
録
は
外
集
や
内
集
と
は
別
に

処
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

元
禄
版
「
空
華
集
」
は
、
五
山
版
に
お
け
る
外
集
と
文
集
を
、
二
十
巻
に
再
構

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
巻
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
に
示
す
（
（
ハ
）
項
参
照
）
。

（
ロ
）
　
刊
記
の
存
在
（
元
禄
版
）
－
語
録
の
処
遇

元
禄
版
＝
元
禄
九
年
版
行
「
空
拳
集
」
に
は
語
録
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
に

見
え
る
。
本
文
・
作
品
に
拠
る
限
り
で
は
、
五
山
版
（
空
華
外
集
・
空
拳
文



集
）
の
作
品
を
、
二
十
巻
本
と
し
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
空
華
外
集
」

「
空
華
文
集
」
の
標
題
は
用
い
ず
、
新
た
に
目
次
を
付
し
て
利
用
の
簡
便
を
図

っ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
禄
版
の
編
者
、
あ
る
い
は
刊
行

者
に
と
っ
て
語
録
も
義
堂
の
作
品
集
と
し
て
、
「
共
時
の
開
版
」
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
と
企
画
さ
れ
、
そ
の
よ
う
に
遂
行
・
実
現
さ
れ
た
と
解
さ
ざ
る
を
得
な

い
証
左
が
あ
る
。
岩
瀬
本
の
末
尾
に
付
さ
れ
る
刊
記
に
次
の
ご
と
く
あ
る
。
（
読

点
・
中
点
は
私
に
施
す
）

神
京
書
砕
、
上
田
正
眞
・
茨
城
方
英
、
同
刻

空
筆
録
井
集
、
都
或
十
四
巻
、
伏
箕
流
通

永
世
、
扇
願
眞
風
、
悉
相
良
因
、
同
園
種
智
、

元
繰
九
年
丙
子
二
月
穀
旦
　
　
　
　
　
謹
識

書
韓
上
田
正
真
と
茨
城
方
英
と
が
協
同
で
開
版
し
、

れ
る
。
問
題
は
、
そ
の
内
容
が
「
空
華
録
井
び
に
集
、

販
売
し
た
こ
と
が
知
ら

す
ぺ都

て
武
十
四
巻
」
　
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
空
華
録
は
語
録
、
空
拳
集
は
外
集
と
文
集
を
指
す
こ
と
は

明
瞭
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
義
堂
和
尚
語
録
」
四
巻
、
「
空
華
集
」
二
十
巻

を
指
す
。
元
禄
版
を
刊
行
し
た
書
韓
と
し
て
は
、
義
堂
周
信
の
作
品
集
と
し
て

は
語
録
と
、
外
集
・
文
集
の
集
と
が
一
部
（
一
揃
）
　
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

た
。
が
、
実
際
に
は
、
販
売
・
流
布
の
段
階
に
お
い
て
、
両
者
を
切
り
推
し

て
、
い
わ
ゆ
る
分
売
も
可
と
し
て
販
路
の
拡
張
を
図
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
一
部
（
一
揃
）
と
し
て
は
彪
大
な
作
品
量
で
、
高
価
格
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
た
何
よ
り
も
、
語
録
と
集
と
で
は
、
購
読
の
目
的
も
異
な
り
、
自
ら
読
者
・

需
要
者
の
層
も
異
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

刊
記
の
杏
韓
「
茨
城
方
英
」
に
関
連
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
京
都
の
著
名
書
韓
で
あ
る
柳
枝
軒
小
川
多
左
衛
門
の
本
姓
は
茨
城
（
木
）

で
あ
り
、
初
代
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
死
没
し
、
名
は
方
淑
で
あ

る
。
二
代
は
初
名
を
信
活
、
後
に
方
道
に
改
め
る
。
r
彰
考
館
館
本
出
所
考
j

に
拠
れ
ば
、
元
禄
十
年
夏
に
、
「
空
華
集
・
義
堂
録
」
を
「
茨
木
」
よ
り
水
戸

光
園
に
献
上
す
る
（
以
上
、
宗
政
五
十
緒
r
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
し
（
同

朋
舎
出
版
・
昭
5
7
）
Ⅲ
二
二
所
収
「
柳
枝
軒
小
川
多
左
衛
門
－
書
韓
の
大
家

－
」
参
照
）
。
方
英
と
方
淑
・
方
道
と
の
関
係
が
定
か
で
な
い
が
、
こ
の
「
空

華
集
・
義
堂
録
」
こ
そ
、
前
年
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
元
禄
版
そ
の
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
「
義
堂
録
」
は
「
義
堂
和
尚
語
録
」
四
巻
で
あ
る
。

な
お
、
岩
瀬
本
の
刊
記
は
、
巻
第
二
十
の
作
品
本
文
の
直
後
に
刻
さ
れ
る

が
、
国
会
本
で
は
、
こ
の
間
に
中
巌
円
月
が
貞
治
七
年
二
三
六
八
）
容
に
製

し
た
按
文
を
も
刻
し
て
い
る
。
ま
た
、
岩
瀬
本
の
刊
記
が
単
純
な
が
ら
装
飾
模

様
の
外
郭
に
囲
わ
れ
て
刻
さ
れ
る
の
に
対
し
、
国
会
本
で
は
単
調
な
長
方
形
の

外
郭
で
あ
る
。
字
体
は
酷
似
す
る
が
、
国
会
本
で
は
前
出
の
岩
瀬
本
と
の
間

に
、
次
の
一
文
に
異
同
が
存
す
る
（
傍
点
は
稿
者
）
。

0

空
華
録
井
集
、
都
二
十
四
巻
、

武
1
二
で
あ
り
、
意
味
上
の
変
化
は
な
い
。
が
、
按
文
の
有
無
と
も
併
せ
考
え

る
と
、
南
本
は
別
の
版
（
印
）
本
で
あ
り
、
国
会
本
が
後
版
と
い
う
こ
と
に
な

り
は
し
な
い
か
。

10



五
山
版
に
は
刊
記
を
欠
く
。
五
山
文
学
全
集
本
も
欠
い
て
い
る
。

（
ハ
）
　
叙
文
、
目
次
の
存
在
（
元
禄
版
）

叙
文
「
鉄
刻
空
華
外
集
」
は
編
者
・
象
先
師
点
が
元
禄
版
の
た
め
に
製
し
た

一
箱
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
五
山
版
に
は
欠
い
て
い
る
。
五
山
文
学
全
集

本
は
元
禄
版
に
準
拠
し
て
い
る
。

目
次
も
元
禄
版
に
固
有
で
あ
る
。
一
覧
表
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

巻
一

巻
二
～
五

巻
六

巻
七
～
九

巻
十

巻
十
一
～
十
四

巻
十
五
～
十
七

巻
十
八

巻
十
九

巻
二
十

序
中
巌

空
華
歌
季
渾

古
詩
・
歌
・
楚
辞
・
四
言
絶
句
・
五
言
絶
句
エ
バ
言
絶
句
・
七
言
絶
句

七
言
絶
句

五
言
律
・
五
言
排
律

七
言
律

七
言
律
・
七
言
排
律

序説記
・
吉
・
題
按
・
雑
著

琉銘
・
祭
文
・
朕

巻
第
十
八
の
「
昏
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
の
箇
所
に
作
品
を
欠
く
。
実
際
に

「
書
」
作
品
が
収
載
さ
れ
る
の
は
巻
第
十
四
で
あ
る
。
次
い
で
、
巻
二
十
の
「
蹟
」

は
、
前
述
の
中
巌
の
抜
文
を
指
す
が
、
岩
瀬
本
で
は
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
。

五
山
版
に
目
次
を
欠
く
の
は
、
不
分
巻
の
作
品
集
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

五
山
文
学
全
集
本
は
元
禄
版
に
準
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
按
」
に
つ
い
て
は

返
点
、
送
仮
名
を
施
し
て
い
な
い
　
（
国
会
本
に
は
施
さ
れ
て
お
り
、
五
山
版
に

ょ
る
補
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
。

（
ニ
）
　
返
点
、
送
仮
名
の
存
在
（
元
禄
版
）

五
山
版
と
元
禄
版
と
の
間
で
大
き
く
異
な
る
点
の
一
つ
が
、
返
点
と
送
仮
名

の
有
無
で
あ
る
。
五
山
版
で
は
存
在
せ
ず
、
元
禄
版
に
お
い
て
施
さ
れ
て
い
一

る
。
五
山
文
学
全
集
本
で
は
、
元
禄
版
に
忠
実
に
準
拠
し
て
い
る
が
、
五
山
版
　
1
1

に
の
み
収
載
・
存
在
す
る
と
判
断
し
、
編
者
‥
上
村
氏
が
補
入
し
た
と
H
さ
れ
ー

る
作
品
若
干
笛
に
つ
い
て
は
返
点
、
送
仮
名
を
欠
い
て
い
る
　
（
巻
第
十
八
・
題

践
6
9
（
五
言
絶
句
）
・
7
1
・
7
2
作
品
や
中
巌
円
月
・
按
文
参
照
）
。

返
点
・
送
仮
名
の
存
在
は
、
し
だ
い
に
漢
詩
文
に
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
た
俗
人
、
と
り
わ
け
末
学
・
幼
少
の
初
心
者
や
童
蒙
に
と
っ
て
は
、
読
書

欲
・
購
買
欲
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
返
点
・
送
仮
名
は
本
来
は
便
宜

的
に
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
施
す
人
の
主
体
的
な
読
解
を
反
映
す

る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
原
作
者
を
除
き
、
原
作
の
読
み
と
一
致
さ
せ
る
の
は

至
難
で
あ
る
。
作
品
の
本
文
や
内
容
を
か
え
っ
て
損
な
う
こ
と
に
な
る
危
険
性

も
多
か
っ
た
。
作
者
の
心
境
・
悟
境
の
表
現
を
重
要
視
す
る
禅
僧
の
作
品
に
お



い
て
顕
著
で
あ
っ
た
ろ
う
。
五
山
版
や
写
本
に
お
い
て
返
点
・
送
仮
名
が
施
さ

れ
な
い
理
由
の
一
つ
は
此
辺
に
存
し
、
単
に
技
術
的
な
問
題
ば
か
り
で
は
あ
る

ま
い
。
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
禅
僧
に
と
っ
て
は
、
施
す
（
さ
れ
る
）
方
が
む
し

ろ
原
作
者
の
真
意
を
損
な
う
と
解
さ
れ
た
。
読
者
の
僧
に
と
っ
て
、
自
ら
の
読

解
力
の
錬
磨
‖
心
境
の
深
化
を
邪
魔
す
る
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
ホ
）
　
著
者
、
編
者
名
の
表
記

r
空
華
集
」
所
収
の
作
品
の
作
者
は
、
四
算
（
合
、
附
録
・
注
記
処
遇
）
　
の

例
外
を
除
い
て
、
義
堂
周
信
で
あ
る
。
編
纂
者
に
つ
い
て
は
、
元
禄
版
（
象
先

師
点
）
と
五
山
文
学
全
集
本
（
上
村
観
光
）
に
お
い
て
は
明
白
で
あ
る
が
、
五

山
版
に
お
い
て
問
題
点
が
残
る
。
五
山
版
の
集
中
で
の
表
記
の
実
態
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

五
山
版
で
は
、
語
録
「
義
堂
和
尚
語
録
」
に
お
け
る
表
記
に
つ
い
て
も
触
れ

て
お
く
。
義
堂
が
住
持
に
任
じ
た
三
寺
に
お
け
る
語
録
も
収
め
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
編
者
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

南　　 建　　 羊

寺
名禅　　 仁　　 福

寺　　 寺　　 寺

京　　 京　　 相 所
都　　 都　　 摸 在

五　　 五　　 諸 寺
山　　 山　　 山 格

＝至　 二康　 ＝貞
入
院
年

三徳　 三暦　 三治
八二　 八二　 六五
喜年　 9 年　 三年

門　　　 門　　　 門
霜人　　　 人　　　 人

周　　　 中　　　 中 者
宇　　　 季　　　 m 表
等　　　 等　　　 等 記
柘百　　　絹　　　 桐

大　　 東　　 月

僧椿　　 英　　 澤
周　　 中　　 中 名

亨　　 季　　 円

編
者
の
代
表
と
し
て
刻
さ
れ
る
、
月
澄
中
円
・
東
英
中
季
・
大
椿
周
亨
は
、
い

ず
れ
も
義
堂
の
法
嗣
で
あ
る
。
入
院
法
語
や
各
種
説
法
の
場
合
、
師
で
あ
る
住

持
の
点
検
・
文
飾
を
経
る
も
の
の
、
小
師
・
門
人
が
書
記
し
て
語
録
と
し
て
編

集
す
る
。
こ
の
た
め
、
入
寺
語
録
の
冒
頭
に
は
編
者
で
あ
る
小
師
・
門
人
の
名

が
記
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

月
澤
は
、
早
く
よ
り
禅
門
に
入
り
、
応
安
二
年
二
三
六
九
）
　
二
月
時
に
瑞

泉
寺
の
義
堂
に
侍
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
正
規
に
度
牒
拝
に
名

を
掛
け
ら
れ
た
の
は
同
四
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
英
は
、
鎌
倉
よ
り
帰

洛
直
後
に
建
仁
寺
・
等
持
寺
に
住
持
す
る
義
堂
の
、
衣
鉢
侍
者
と
し
て
諸
雑
事

を
処
理
し
た
。
大
椿
は
、
応
安
四
年
五
月
、
柏
庭
清
祖
の
伸
介
で
義
堂
の
会
下
一

に
連
な
り
、
や
が
て
守
亨
1
周
亨
に
改
諦
す
る
。
時
に
書
記
で
あ
っ
た
。
（
こ
　
ほ

の
項
、
「
空
華
日
用
工
夫
略
集
」
に
拠
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
－

五
山
版
「
空
華
集
」
で
は
、
著
者
名
や
編
者
名
を
表
記
し
て
い
る
の
は
、
「
空

華
文
集
」
に
相
当
す
る
序
と
説
の
部
の
冒
頭
で
あ
る
。

空
華
文
集
／
序
　
　
五
重
沙
門
繹
義
堂
　
　
（
東
洋
I
・
Ⅲ
本
、
第
五
冊
）

空
華
文
集
／
説
　
　
門
人
　
梵
意
　
等
編
　
（
東
洋
I
・
Ⅱ
本
、
第
七
冊
）

東
洋
I
・
［
］
本
と
も
に
、
第
五
・
六
冊
は
「
序
」
　
の
部
で
あ
り
、
版
心
の

「
序
一
（
1
五
十
九
）
」
（
第
五
冊
）
と
、
「
空
華
序
一
（
1
三
）
」
「
序
　
四

（
1
四
十
八
）
」
　
（
第
六
冊
）
と
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
独
立
し
た
冊
と
し
て
構

成
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
表
記
さ
れ
る
「
五
台
沙
門
釈
義

堂
」
は
作
者
名
で
あ
り
、
「
五
台
沙
門
」
は
義
堂
の
出
身
の
地
で
あ
る
土
佐
国



ち

み

ん

五
台
山
に
因
ん
だ
地
名
で
あ
る
。
な
お
、
両
本
は
表
記
は
同
一
で
あ
る
が
、

「
蓋
」
の
字
体
が
「
重
」
と
「
基
」
と
、
異
に
し
て
い
る
。
東
洋
I
本
と
Ⅱ
本
と

で
は
刷
（
版
）
　
が
異
な
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
証
さ
れ
る
。

東
洋
I
・
Ⅱ
本
の
第
七
冊
（
I
本
は
新
写
）
は
「
説
」
の
部
が
主
体
で
あ

る
。
こ
の
冒
頭
の
　
「
門
人
梵
意
等
福
」
は
編
者
名
の
表
記
で
あ
る
。
義
堂
の

「
説
」
の
部
の
み
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
門
人
∴
僧
堂
梵
意
等
の
垢
碁
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
義
堂
の
法
嗣
で
あ
る
柏
堂
は
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
在
住
時
よ
り

親
侍
し
、
臨
終
・
葬
送
に
際
し
て
は
衣
鉢
侍
者
と
し
て
諸
事
を
敏
速
に
処
理
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

意
蔵
主
至
、
先
叙
寒
喧
、
問
京
事
畢
、
乃
面
喝
白
、
余
帰
京
、
必
其
逝

臭
、
余
不
欲
閻
経
、
但
作
掩
土
之
備
、
汝
到
京
、
宜
輿
季
蔵
主
等
和
会
、

速
命
工
造
木
銀
、
　
　
（
r
空
華
日
用
工
夫
略
集
」
嘉
慶
2
・
2
・
2
6
条
）

病
の
篤
い
義
堂
が
、
湯
山
に
柏
堂
を
呼
び
寄
せ
た
当
日
条
で
あ
る
。
「
意
蔵
主
」

が
柏
堂
を
指
す
（
因
み
に
、
「
季
蔵
主
」
は
前
出
の
東
英
を
指
す
）
。
生
前
に
義

堂
自
身
が
編
ん
だ
「
空
華
集
」
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
本
人
以
外
に
編

纂
者
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
師
で
あ
る
義
堂
の
意
を
熟
知
し
た
相
生
が
最
適
任

で
は
あ
る
。
義
堂
の
製
し
た
作
品
は
、
そ
の
都
度
日
録
（
「
日
用
工
夫
集
」
）
　
に

書
き
止
め
ら
れ
て
い
た
と
推
さ
れ
る
が
、
そ
の
日
録
の
あ
る
時
期
に
つ
い
て
は

柏
堂
が
管
理
す
る
立
場
に
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
か
く
し
て
、
「
空
華
集
」

締
碁
に
柏
堂
が
果
た
し
た
役
割
は
、
た
だ
に
「
説
」
の
部
に
止
ま
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
（
柏
堂
に
つ
い
て
は
、
「
五
山
版
・
元
禄
版
の
成

立
」
項
を
も
参
照
）

次
い
で
、
「
空
華
集
」
に
お
け
る
著
者
、
編
者
名
の
表
記
が
「
文
集
」
に
限

ら
れ
て
い
る
点
か
ら
は
、
「
文
集
」
の
全
部
類
が
義
堂
以
外
の
僧
の
編
纂
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
詩
を
収
め
る
「
外
集
」
に
つ
い
て

は
、
義
堂
自
身
が
段
階
的
に
手
を
加
え
な
が
ら
成
長
、
成
立
し
た
た
め
に
、
表

記
す
る
必
要
が
無
か
っ
た
も
の
か
。
義
堂
が
需
め
た
中
巌
円
月
の
製
作
時
期
を

異
に
す
る
、
序
文
（
延
文
四
年
作
。
義
堂
、
三
五
歳
）
と
抜
文
（
貞
治
六
年

作
。
義
堂
、
四
三
歳
）
　
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
深
長
で
あ
る
。

元
禄
版
で
は
、
五
山
版
を
再
構
成
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
各
巻
の
冒
頭
一
行
に
、

空
華
集
巻
第
一
（
1
二
十
）

と
刻
し
た
上
で
、
続
く
二
行
の
底
部
に

日
本
紳
京
瑞
龍
山
南
繹
韓
寺
慈
氏
院
沙
門

繹
周
信
義
堂
著

と
、
表
記
・
署
名
さ
れ
る
。
「
著
」
と
す
る
ご
と
く
、
著
者
（
作
者
）
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
南
禅
寺
慈
氏
院
は
義
堂
の
終
焉
の
地
・
塔
所
で
あ
る
。
な
お
、

各
巻
に
お
い
て
別
表
記
を
見
な
い
が
、
僧
名
「
周
信
義
堂
」
は
誤
刻
で
あ
ろ
う

か
。
四
字
で
示
す
場
合
は
「
道
号
十
法
話
」
で
あ
り
、
こ
の
逆
の
法
を
知
ら
な

い
。
法
詮
の
上
一
字
で
あ
る
系
字
を
省
略
し
た
「
信
義
堂
」
の
つ
も
り
で
あ
っ

た
か
。五

山
文
学
全
集
本
の
場
合
は
、
「
空
華
集
巻
第
二
の
冒
頭
に
お
い
て
の
み
、

周
信
義
堂
著

13



と
署
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
著
者
名
の
表
記
で
あ
る
。
同
じ
誤
っ
た
呼
称
法
と

解
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
元
禄
版
に
拠
っ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

誤
解
を
招
く
だ
け
に
、
不
審
・
不
可
解
の
表
記
で
あ
る
。
元
禄
版
に
準
拠
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
各
巻
の
冒
頭
に
「
日
本
紳
京
（
下
略
）
」
を
表
記
す
る
方
が
、

ま
だ
し
も
編
者
の
識
見
を
問
わ
れ
ず
に
済
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
校
定
者
と
し
て
の

独
自
性
を
示
す
た
め
の
表
記
で
あ
れ
ば
、
正
昏
法
の
表
記
「
義
堂
周
信
著
」
に

す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

（
へ
）
　
他
作
者
作
品
（
混
入
）
　
の
処
遇

「
空
華
集
」
に
お
け
る
他
作
者
作
品
の
入
集
の
状
況
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

4 3 2 1

九 中 九 i青 作
者
名

蜂 巌 峰 拙
信 円 信 正
虔 月 慶 i詮

阜 セ 阜 七
作言 冨 言 冒

律 律 4章 絶 lコロロ詩 詩 詩 句

商

題

栗亘 i謹 同
i昆 i温 髄 吉行
泉 泉 門 友広 広 寺 蕃口
望 壇

持
畢

観
i泰
平

窄葬
屠
苧

辞

‘－ －ヽ′

句 婁 句 主 句 主 句 主 五

所

在

・ 冨 ‘　己 ．　音 ．　百 担
亜5 八 亜4 八 亜2 八 饉「絶 版

巻 巻 花 巻

＝ 九
イ ・

　　　（

九 九 158 巻

、J 五

フこ
禄

114 113 互 ・ 版

巻 巻 花 巻

＝ 九
ヱ ・

遠 巻 五
LU文

九

114

九

113

＝ 五
イ ・

芸

集
本

唱 本 唱 本 備

考
和 書員 和 缶

詩 詩 詩 詩

注
．
「
所
在
」
欄
の
　
（
イ
）
は
、
当
該
作
品
が
附
録
・
注
記
の
処
遇
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（
　
）
内
の
数
字
は
、
直
前
の
本
文
の
作
品
番
号
で
あ
る
。

五
山
版
に
お
い
て
本
文
と
同
一
処
遇
と
し
た
た
め
、
元
禄
版
の
編
者
が
こ
れ

を
訂
そ
う
と
し
た
が
、
少
し
く
不
徹
底
で
あ
っ
た
。
五
山
文
学
全
集
本
は
元
禄

版
に
準
拠
し
て
い
る
。

（
ト
）
　
作
品
の
欠
落
、
削
除
、
補
人
の
状
況

五
山
版
「
空
華
集
」
に
は
存
在
す
る
が
、
元
禄
版
「
空
華
集
」
の
い
ず
れ
の

巻
・
部
類
に
も
収
め
ら
れ
な
い
欠
落
の
作
品
は
、
詩
二
稿
で
あ
る
。
一
倍
は

「
空
華
外
集
　
五
言
絶
句
」
　
の
部
の
5
4
詩
、

北
埜
天
神
賛

博
説
騎
箕
尾
、
東
方
化
歳
星
、
何
如
西
府
客
、
永
鎮
北
山
霊
、

で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
詩
は
五
山
版
「
義
堂
和
尚
語
録
」
真
賛
の
部
に
も
認
め
一

ら
れ
る
。
元
禄
版
の
編
者
は
、
重
複
に
気
付
き
、
「
其
賛
」
の
部
に
収
め
ら
れ
　
1
4

る
方
が
相
応
し
い
と
判
断
し
、
元
禄
版
の
「
五
言
絶
句
」
の
部
か
ら
は
削
除
し
－

た
も
の
と
推
さ
れ
る
。

さ
ら
な
る
一
第
は
、
五
山
版
の
「
空
華
外
集
　
七
言
絶
句
」
の
部
の
8
1
9
詩
で

あ
る
。

二
高
僧
画
像

隕
葉
収
来
坐
作
既
、
松
根
白
日
強
安
禅
、
咄
哉
尊
者
孟
回
避
、
飢
虎
撞
降

満
口
誕
、

甜
詩
も
同
題
「
（
二
高
僧
画
像
）
」
で
あ
る
。
五
山
版
を
二
十
巻
本
に
再
構
成
す

る
に
際
し
、
編
者
が
二
首
中
の
一
首
を
誤
っ
て
脱
落
し
た
と
解
さ
れ
る
。

五
山
版
の
異
本
（
版
）
問
の
異
同
も
若
干
認
め
ら
れ
る
。
東
洋
I
本
に
存
す



る
が
、
東
洋
Ⅱ
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
作
品
が
あ
る
。
「
空
華
文
集
　
序
」

の
部
の
一
篇
・
用
「
竺
芳
序
」
文
で
あ
る
。
元
禄
版
で
は
巻
第
十
四
の
序
1
6
作

品
と
し
て
収
載
さ
れ
る
。

東
洋
I
本
に
欠
落
し
て
い
る
が
、
東
洋
［
山
本
で
補
刻
さ
れ
て
い
る
作
品
が
あ

る
。
「
空
華
文
集
　
記
」
　
の
郡
の
一
筋
・
2
「
長
橋
寺
水
月
閣
記
」
文
で
あ
る
。

初
印
の
後
に
、
新
た
に
義
堂
の
作
品
が
見
つ
か
り
、
急
遽
補
刻
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
元
禄
版
で
は
巻
第
十
八
の
記
2
作
品
と
し
て
収
載
さ
れ
る
。

元
禄
版
の
異
本
（
版
）
　
間
に
異
同
が
み
と
め
ら
れ
る
の
は
、
巻
第
十
八
の
題

按
の
部
の
6
5
作
品
で
あ
る
。

若
潮
本
－
「
題
江
山
図
示
贈
」
毘
作
品
二
二
行
分
相
当

国
会
本
－
「
題
勝
道
人
常
持
法
華
経
後
」
題
作
品
・
四
行
分
相
当

後
印
本
と
目
さ
れ
る
国
会
本
で
は
、
補
刻
に
際
し
て
一
行
分
余
分
に
要
し
た

た
め
、
他
が
半
葉
十
行
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
当
該
半
葉
は
十
一
行
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
国
会
本
の
編
者
が
「
題
江
山
図
示
贈
」
作
品
を
削
除
し
た

因
由
の
一
つ
は
、
元
禄
版
の
原
編
者
が
当
該
作
品
を
五
山
版
の
題
扶
3
7
よ
り
元

禄
版
の
古
詩
9
に
す
で
に
所
在
を
変
更
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
国
会
本
の
題

按
6
5
を
引
用
す
る
。

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

ュ

畢
一
勝
通
人
常
持
法
華
経
後
一l

　

　

タ

ヘ

　

　

　

　

レ

　

か

此
経
所
説
要
、
在
二
妙
法
二
字
一
、
且
遺
文
字
句
是
妙
法
邪
、
白

レ

　

カ

　

　

　

　

　

　

モ

　

七

ハ

　

　

セ

ン

ト

　

　

　

　

’

　

7

こ

紙
玄
煤
是
妙
法
邪
、
勝
通
人
筍
欲
レ
見
二
徹
妙
法
真
源
一
、
講
読

ナ

’

　

　

J

′

　

寸

ハ

　

　

　

　

　

　

ト

7

　

　

　

　

セ

ン

捲
レ
巻
宴
坐
自
観
、
別
所
レ
謂
妙
法
云
者
現
在
前
臭
、

五
山
文
学
全
集
本
で
は
、
以
上
の
異
同
に
対
し
、
元
禄
版
に
準
拠
し
て
い

る
。
巻
第
十
八
・
題
抜
6
5
作
品
に
つ
い
て
は
、
岩
瀬
本
の
本
文
を
収
載
し
て
い

る
た
め
、
岡
本
と
同
様
に
巻
第
一
・
古
詩
7
作
品
と
重
複
し
て
い
る
。

（
チ
）
　
本
文
の
異
同

五
山
版
と
元
禄
版
の
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
稿
者
も
い
ま
だ
そ
の
作
業

を
終
え
て
い
な
い
。
が
、
返
点
・
送
仮
名
の
有
無
を
除
け
ば
、
本
文
間
に
お
け

る
大
き
な
異
同
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

五
山
文
学
全
集
本
は
元
禄
版
に
準
拠
し
て
い
る
。
上
村
氏
は
「
禅
宗
」
第
一

六
一
号
（
明
4
1
・
8
）
所
収
の
「
五
山
文
学
全
集
第
三
輯
成
る
」
　
（
稜
刻
版
「
五

山
文
学
全
集
」
別
巻
所
掲
〉
に
お
い
て
、
出
版
に
際
し
て
の
困
杜
事
を
十
二
項
一

（
難
）
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
中
の
写
字
難
・
校
合
難
・
校
正
難
な
ど
の
項
で
原
本
　
1
5

と
の
対
照
を
力
説
さ
れ
る
。
自
信
・
自
負
の
表
れ
と
解
し
た
い
。
　
　
－

4
　
五
山
文
学
全
集
本
の
処
遇

1
項
で
掲
げ
た
玉
村
氏
の
発
言
は
、
斯
界
の
先
達
の
問
題
提
起
と
し
て
厳
粛

に
受
け
止
め
た
。
が
、
「
應
永
の
五
山
版
を
底
本
と
し
、
元
緑
板
で
校
訂
を
」

す
る
こ
と
は
正
論
で
あ
る
が
、
一
一
の
作
品
の
所
在
確
認
、
返
点
・
送
仮
名
の

処
理
等
に
つ
い
て
煩
琉
な
手
続
き
と
作
業
が
必
須
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
山
版

と
元
禄
版
で
は
、
「
部
」
　
の
多
・
少
は
存
し
た
が
、
作
品
の
出
・
人
は
二
篇
に

止
ま
り
、
こ
の
方
面
に
お
け
る
玉
村
氏
の
「
拾
遺
」
「
抄
録
」
　
の
必
要
は
極
め

て
低
い
こ
と
が
判
明
し
た
。



元
禄
版
の
編
纂
意
図
の
特
徴
は
、
二
言
で
言
え
ば
「
実
用
性
の
優
先
」
　
に
あ

る
と
考
え
る
。
読
者
の
利
用
の
便
に
資
す
る
た
め
に
、
部
類
を
再
編
成
し
て
二

十
巻
本
と
し
た
。
返
点
・
送
仮
名
を
施
す
な
ど
の
趣
向
も
加
え
て
い
る
。
各
部

類
に
お
け
る
作
品
の
収
載
・
配
列
に
つ
い
て
も
、
五
山
版
の
そ
れ
を
尊
重
し
な

が
ら
、
時
に
独
自
の
基
準
を
設
け
て
そ
れ
を
徹
底
し
て
い
る
。
五
山
版
と
元
禄

版
は
、
成
立
時
期
、
編
碁
意
図
・
方
針
を
異
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
特

徴
・
長
所
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
稲
者
と
し
て
は
、
r
空
華
集
j
と
し
て
の
底
本
問
題
は
一
ま
ず

措
き
、
両
版
の
特
徴
・
長
所
を
よ
く
見
極
め
て
、
読
者
・
研
究
者
の
目
的
の
別

に
よ
り
、
い
ず
れ
を
そ
の
底
本
と
し
て
用
い
る
か
を
決
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り

肝
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
・
提
唱
し
た
い
。
特
に
、
資
料
収
集
や
作
品
通
読
を

目
的
と
す
る
際
に
は
、
元
禄
版
の
方
が
む
し
ろ
す
ぐ
れ
た
底
本
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
こ
の
実
用
性
の
見
地
か
ら
、
元
禄
版
の
価
値
が
高
い
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
全
貌
の
解
明
は
終
え
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
準
拠
し
て
い
る
五

山
文
学
全
集
本
は
改
め
て
評
価
さ
れ
て
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

五
山
文
学
全
集
本
を
再
評
価
し
た
い
。
た
だ
し
、
r
空
華
集
」
底
本
と
し
て

は
、
玉
村
氏
の
ご
と
く
「
学
術
的
な
常
識
」
か
ら
「
應
永
の
五
山
板
」
を
選
ぶ

べ
き
で
あ
る
。
本
格
的
な
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
五
山
版
の
重
要
性
は
増
す

で
あ
ろ
う
。
が
、
五
山
版
の
入
手
・
披
見
は
容
易
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
元
禄

版
・
五
山
文
学
全
集
本
と
対
照
・
校
合
す
る
こ
と
は
な
お
一
層
容
易
で
な
い
。

こ
の
困
難
事
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
は
、
五
山
版
と
元
禄
版
（
五
山
文

学
全
集
本
）
　
に
お
け
る
各
冊
・
各
巻
の
部
類
構
成
や
作
品
配
列
の
基
準
を
解

明
・
確
認
す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
。
次
な
る
課
題
で
あ
る
。

－
あ
さ
く
ら
・
ひ
さ
し
、
広
島
大
蛍
1
－
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